
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

指

定

障

害

児

通

所

支

援

事

業

者

の

指

定

指

導

監

査

室

○

〃

〃

○

特

定

計

量

器

定

期

検

査

工

業

技

術

セ

ン

タ

ー

○

保

安

林

の

指

定

施

業

要

件

の

変

更

治

山

課

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

【

公

告

】

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

岡

山

県

公

報

令和３年８月２０日 第１２３２０号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
五
十
四
号

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
を
指
定
し
た
。

令
和
三
年
八
月
二
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

虹
の
郷

２

所
在
地

美
作
市
福
本
一
四
九
番
地
二

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人

虹
の
郷

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

美
作
市
福
本
一
四
九
番
地
二

三

指
定
年
月
日

令
和
三
年
八
月
一
日

四

事
業
所
番
号

三
三
五
一
五
〇
〇
〇
四
〇

五

事
業
の
種
別

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

令和３年８月２０日　岡山県公報　第１２３２０号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
五
十
五
号

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
を
指
定
し
た
。

令
和
三
年
八
月
二
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

よ
つ
ば
の
ク
ロ
ー
バ
ー
東
備

２

所
在
地

瀬
戸
内
市
長
船
町
長
船
五
七
五
番
地
一
五
二

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

株
式
会
社
安
心
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
北
区
春
日
町
五
番
二
〇
号

ア
ル
フ
ァ
春
日
町
一
〇
三
号
室

三

指
定
年
月
日

令
和
三
年
九
月
一
日

四

事
業
所
番
号

三
三
五
一
二
〇
〇
〇
八
八

五

事
業
の
種
別

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

令和３年８月２０日　岡山県公報　第１２３２０号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
五
十
六
号

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
計
量
器
に
係
る
定

期
検
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

な
お
、
対
象
と
な
る
特
定
計
量
器
は
、
ひ
ょ
う
量
が
五
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
非
自
動
は
か
り
（
計

量
法
施
行
令
（
平
成
五
年
政
令
第
三
百
二
十
九
号
）
第
五
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く

、
分
銅
及
び
お
も
り
と
す
る
。

。
）令

和
三
年
八
月
二
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

定
期
検
査
を
行
う
区
域
、
場
所
及
び
期
日

区

域

場

所

期

日

玉

野

市

岡
山
市
農
業
協
同
組
合
中
部
第
４
営

令
和
三
年

一
〇:

三
〇
～

農
経
済
セ
ン
タ
ー
鉾
立
資
材
店

十
月

四
日

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

岡
山
市
農
業
協
同
組
合
玉
野
支
所

〃

五
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

田
井
市
民
セ
ン
タ
ー

〃

六
日

一
〇:
三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:
〇
〇

玉
市
民
セ
ン
タ
ー

〃

七
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

日
比
市
民
セ
ン
タ
ー

〃

八
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

産
業
振
興
ビ
ル

〃

十
二
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

〃

〃

十
三
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

二

実
施
機
関

岡
山
県
指
定
定
期
検
査
機
関

一
般
社
団
法
人
岡
山
県
計
量
協
会

令和３年８月２０日　岡山県公報　第１２３２０号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
五
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
三
年
八
月
二
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

総
社
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

公
衆
の
保
健

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
総

「

社
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

令和３年８月２０日　岡山県公報　第１２３２０号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
五
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
三
年
八
月
二
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

北
房
井
倉
哲
西
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

一
二
・
八
～

新
見
市
草
間
字
カ
イ
デ
九
五
五
三
番
二
地
先
か

ら

新

一
五
七
・
〇

四
一
・
二

新
見
市
草
間
字
ハ
タ
九
五
一
七
番
一
地
先
ま
で

四
・
八
～

新
見
市
草
間
字
カ
イ
デ
九
五
五
三
番
二
地
先
か

ら

旧

一
五
七
・
〇

二
一
・
六

新
見
市
草
間
字
ハ
タ
九
五
一
七
番
一
地
先
ま
で

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

長
屋
賀
陽
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

令和３年８月２０日　岡山県公報　第１２３２０号



高
梁
市
中
井
町
津
々
字
三
ツ
木
四
二
九
五
番
一

新

一
四
六
・
五

地
先
か
ら

一
二
・
二
～

高
梁
市
中
井
町
津
々
字
三
ツ
木
四
二
九
六
番
一

三
二
・
五

地
先
ま
で

高
梁
市
中
井
町
津
々
字
三
ツ
木
四
二
九
五
番
一

旧

一
四
九
・
〇

地
先
か
ら

八
・
三
～

高
梁
市
中
井
町
津
々
字
三
ツ
木
四
二
九
六
番
一

二
八
・
六

地
先
ま
で

令和３年８月２０日　岡山県公報　第１２３２０号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
五
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
三
年
八
月
二
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

供

用

開

始

路

線

名

区

間

種

類

年

月

日

県
道

北
房
井
倉
哲

新
見
市
草
間
字
カ
イ
デ
九
五
五
三
番
二
地
先
か
ら

令
和
三
年
八

西
線

新
見
市
草
間
字
ハ
タ
九
五
一
七
番
一
地
先
ま
で

月
二
十
日

長
屋
賀
陽
線

高
梁
市
中
井
町
津
々
字
三
ツ
木
四
二
九
五
番
一
地
先

か
ら

高
梁
市
中
井
町
津
々
字
三
ツ
木
四
二
九
六
番
一
地
先

ま
で

令和３年８月２０日　岡山県公報　第１２３２０号



〔
三
五
四
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
八
月
二
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
南
溝
手
字
座
頭
橋
四
九
六

六
、
四
九
六

七

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
連
島
町
鶴
新
田
二
八
三
二

一
〇
ソ
フ
ィ
ア
Ⅰ
一
〇
三

－

小
野

夢
策

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
七
月
一
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
一
一
四
号

令和３年８月２０日　岡山県公報　第１２３２０号



〔
三
五
五
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
八
月
二
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
上
林
字
杉
ノ
木
一
七
四
六

一

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
駅
前
一
丁
目
九

三
二

八
ラ
イ
フ
ア
ベ
ニ
ュ
三

二
〇
二

－
－

松
尾

忠
明

総
社
市
門
田
九
五
六

二
エ
テ
ル
ノ
ヴ
ィ
ラ
一
〇
二

－

松
尾
安
沙
実

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
七
月
二
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
一
一
六
号

令和３年８月２０日　岡山県公報　第１２３２０号



〔
三
五
六
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
八
月
二
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

赤
磐
市
正
崎
字
田
中
九
七
二

三
、
九
七
三

三
、
一
〇
一
六

一
、
一
〇
二
〇

七
、
一
〇

－
－

－
－

二
一

一
、
一
〇
二
一

二
、
一
〇
二
二

二
、
字
向
山
一
〇
二
〇

六

－
－

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

赤
磐
市
桜
が
丘
西
九
丁
目
四

一
四
〇

－

花
房

道
典

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
六
月
十
四
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
八
四
号

令和３年８月２０日　岡山県公報　第１２３２０号



〔
三
五
七
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
八
月
二
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
南
溝
手
字
新
町
北
後
三
二
五

八

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
徳
芳
一
六
八

三
グ
ラ
ン
テ
ー
ジ
中
庄
Ⅰ
一
〇
一
号
室

－

室
山

健
太

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
五
月
三
十
一
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
六
六
号

令和３年８月２０日　岡山県公報　第１２３２０号



〔
三
五
八
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
八
月
二
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

都
窪
郡
早
島
町
前
潟
字
拾
ノ
割
六
二
二

三
、
六
二
二

五
、
六
二
二

六
、
六
二
二

七

－
－

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
中
帯
江
四
一
一

一
中
帯
江
公
舎
Ａ
三
〇
四

－

藤
原

誠

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
三
月
九
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
四
三
一
号
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